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空室率 前提条件

実績値+予測値 予測値

予 測 結 果 に 関 し て

ケース１

ケース２

実績値←  →予測値

'23Q3 '23Q4 '24Q1 '24Q2 '24Q3 '24Q4 '25Q1 '25Q2 '25Q3 '25Q4 '26Q1 '26Q2 '26Q3 '26Q4

新規供給（坪） 61,200 41,600 31,100 29,500 52,300 16,700 121,400 25,400 60,100 38,600 54,200 19,900 14,700 44,000

ネット・アブソープション（吸収需要）（坪） 69,700 65,300 34,900 25,000 43,800 22,700 92,800 43,600 66,700 46,400 57,500 31,800 22,900 33,400

空室率（％） 5.2 5.0 5.0 5.0 5.1 5.0 5.2 5.0 4.9 4.8 4.7 4.6 4.5 4.6

ネット・アブソープション（吸収需要）（坪） 69,700 65,300 29,300 17,900 30,400 11,500 68,200 27,100 45,800 28,900 38,000 17,000 10,200 19,300

空室率（％） 5.2 5.0 5.0 5.1 5.4 5.4 5.9 5.9 6.0 6.1 6.2 6.3 6.3 6.5
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空室率 ケース１ ケース２

2023年第4四半期（10 - 12月期）

ニッセイ基礎研究所の経済見通し（2月16日）に基づき、
空室率はケース1で2024年第4四半期が5.0％、2025年
同期が4.8％、2026年同期は4.6％、ケース2では2024
年第4四半期が5.4％、2025年同期が6.1％、2026年同
期は6.5％と予測する。今後の新規供給は2024年に13.0
万坪、2025年は24.5万坪、2026年は13.3万坪の見込み

となっている。ケース1では2025年と2026年に吸収需
要が新規供給を上回ると予想され、空室率は2025年第1
四半期をピークに緩やかな低下傾向となる。一方、ケー
ス2では供給が需要を大幅に上回ると予想する。供給過
剰を背景に空室率は上昇傾向が続き、2026年第4四半期
には6.5％まで上昇する。

マイナス 15％

マイナス 30％

2025年第1四半期をピークに緩やかな低下傾向へ
供給過剰を背景に上昇傾向が継続 2026年第4四半期には6.5%

働き方の見直しによる需要への想定影響率
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賃料 前提条件

予 測 結 果 に 関 し て

ケース１

ケース２

実績値+予測値 予測値

実績値←  →予測値

'23Q3 '23Q4 '24Q1 '24Q2 '24Q3 '24Q4 '25Q1 '25Q2 '25Q3 '25Q4 '26Q1 '26Q2 '26Q3 '26Q4

募集賃料（共益費込・円／坪） 22,289 22,327 22,412 22,443 22,557 22,611 22,955 23,013 23,203 23,267 23,655 23,662 23,771 23,796

募集賃料 対前期比（％） 0.0 0.2 0.4 0.1 0.5 0.2 1.5 0.3 0.8 0.3 1.7 0.0 0.5 0.1

募集賃料（共益費込・円／坪） 22,289 22,327 22,392 22,398 22,466 22,485 22,728 22,715 22,801 22,789 23,031 22,942 22,931 22,861

募集賃料 対前期比（％） 0.0 0.2 0.3 0.0 0.3 0.1 1.1 -0.1 0.4 -0.1 1.1 -0.4 0.0 -0.3
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賃 料 ケース１ ケース２

2023年第4四半期（10 - 12月期）

今期の募集賃料は前期比プラス0.2％とわずかに上昇し
たものの、横ばい傾向が続いている。リーシング活動が
長期化しているビルや大口の募集床を抱えるビルを中心
に、テナント誘致を目的とした賃貸条件の緩和やキャン
ペーンが引き続き行われている。
今後3年間の募集賃料は、ケース1では今後3年間でプラ

ス6.6％の上昇を予測する。募集賃料は年率1～2％台で
上昇し、2026年第4四半期には23,000円／坪台後半ま
で上昇する。一方、供給過剰となるケース2では今後3年
間で2.4％の上昇を予測する。2025年までは年率1％前
後の上昇が続くものの、2026年からは横ばい傾向となり、
22,000円／坪台後半で推移する。

マイナス 15％

マイナス 30％

今後３年間で6.6％の上昇 2026年第4四半期には23,000円／坪台後半まで上昇
今後３年間で2.4％の上昇 2026年からは横ばい傾向

働き方の見直しによる需要への想定影響率
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